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　沈痛ちんつう、悲慘ひさん、幽悽ゆうせいなる心理的小説しんりてきせうせつ「罪つみと罰ばつ」は彼かの奇怪きくわいなる一大巨人いちだいきよじん（露西亞ロシア）の暗黒あんこくなる社界しやくわいの側面そくめんを暴露ばくろして餘あますところなしと言いふべし。トルストイ、ツルゲネーフ等とうの名なは吾人ごじん久ひさしく之これを聞きけども、ドストイヱフスキーの名なと著書ちよしよに至いたりては吾文界わがぶんかいに之これを紹介せうかいするの功こう不知庵フチアンに多おほしと言いはざる可べからず。

　露國ロコクは政治上せいぢぜうに立たちて世界せかいに雄視ゆうしすと雖いへどもその版圖はんとの彊大きようだいにして軍備ぐんびの充實じゆうじつせる丈だけに、民人みんじんの幸福こうふくは饒ゆたかならず、貴族きぞくと小民せうみんとの間あいだに鐵柵てつさくの設もうけらるゝありて、自おのづからに平等びようどうを苦叫くけうする平民へいみんの聲こゑを起おこし、壯烈そうれつなる剛腸ごうちよう屡しばしば破天荒はてんこうの暴圖ぼうとを企くわだて、シベリアの霜雪そうせつをして自然しぜんの威嚴いげんを失うしなはしむ。

　乳ちゝを混こんぜざる濃茶のうちやを喜よろこび、水みづを割わらざる精酒せいしゆを飮のみ、沈鬱ちんうつにして敢爲かんい、堅かたく國立こくりつの宗教しゆうきようを持ぢし、深ふかく祖先そせんの業げふを重おもんず、工業こうげう甚はなはだ盛さかんならざるが故ゆゑに中等社界ちうとうしやくわいの存そんするところ多おほくは粗朴そぼくなる農民のうみんにして、思おもひ狹せまく志こゝろざし確かくたり。然しかれども別べつに社界しやかいの大弊根たいへいこんの長ながく存そんするありて、壯年有爲そうねんゆういの士しをして徃々おう〳〵にして熱火ねつくわを踏ふみ焔柱ゑんちうを抱いだくの苦慘くさんを快こゝろよしとせしむる事ことあり。佛人フツジンの如ごとくに輕佻けいてふ動うごき易やすきにあらず、默念焦慮もくねんせうりよして毒刄どくじんを懷裡かいりに蓄たくはふるは、實じつに露人ロジンの險惡けんあくなる性質せいしつなり。

「罪つみと罰ばつ」は實じつにこの險惡けんあくなる性質せいしつ、苦慘くさんの實况じつけうを、一個いつこのヒポコンデリア漢かんの上うへに直寫ちよくしやしたるものなるべし。ドスト氏しは躬みづから露國ロコク平民社界へいみんしやくわいの暗澹あんたんたる境遇けふぐふを實踐じつせんしたる人ひとなり、而しかして其その述作じゆつさくする所ところは、凡およそ露西亞人ロシアジンの血痕けつこん涙痕るいこんをこきまぜて、言いふべからざる入神にうしんの筆語ひつごを以もて、虚實きよじつ兩世界りようせかいに出入しゆつにうせり。ヒポコンデリア之これいかなる病やまいぞ。虚弱きよじやくなる人ひとのみ之これを病やむべきか、健全けんぜんなる人ひと之これを病やむ能あたはざるか、無學むがく之これを病やまず却かへつて學問がくもん之これを引由いんゆうし、無知むち之これを病やまず、知識ちしきあるもの之これを病やむ事こと多おほし。人生じんせいの恨うらみ、この病やまいの一大要素いちだいようそならずんばあらじ。

　開卷第一かいかんだいゝちに、孤獨幽棲こどくゆうせいの一少年いつしようねんを紹介しようかいし、その冷笑れいしようと其その怯懦きようだを寫うつし、更さらに進すゝんで其その昏迷こんめいを描ゑがく。襤褸らんるを纏まとひたる一大學生いつだいがくせい、大道だいどうひろしと歩あるきながら知友ちゆうの手前てまへを逃にげ隱かくれする段だんを示しめす。

　高利貸こうりかしの老婦人ろうふじん、いかにも露西亞ロシアは露西亞ロシアらしく思おもはれ、讀者どくしやをして再讀さいどくするに心こゝろを起おこさしむ。居酒屋いざかやに於おける非職官人ひしよくくわんじんの懺悔ざんげ？自負じふ？白状はくじやうと極きはめて面白おもしろし。その病妻びようさいの事ことを言いひて、

「所ところが困こまつた事ことにア身躰からだが惡わるく、肺病はいびようと來きてゐるから僕ぼくも殆ほとんど當惑とうわくする僕ぼくだつて心配しんぱいでならんから其その心配しんぱいを忘わすれやうと思おもつて、つい飮のむ、飮のめば飮のむほど心配しんぱいする。何なんの事ことアねへ態々わざ〳〵心配しんぱいして見みたさに飮のむ樣ようなもんで一盃いつぱいが一盃いつぱいと重かさなれば心配しんぱいも重かさなつて來くる」


何なんぞ醉漢すいかんの心中しんちうを暴露ばくろするの妙みようなる。更さらに進すゝんで我妻わがつまを説とき我娘わがむすめを談だんじ、娘むすめが婬賣いんばいする事ことまで、慚色はづるいろなく吐はき出いづるに至いたりては露國ロコクの社界しやかい亦また驚おどろくべきにあらずや。而しかして其その再官さいくわんの事ことに説とき及およぶや、

「又また或時あるときは僕ぼくが寢ねて仕舞しまつてからカテリーナ、イワーノウナは何なんだか嬉うれしくて堪たまらなくなつたと見みえて一週間前いつしうかんぜんに大喧嘩おほげんくわした事ことア忘わすれちまつてア………フ………を呼よんで咖啡こうひいなんぞを馳走ちそうしながら荐しきりに色いろんな餘計よけいを附つけちやア亭主ていしゆの自慢じまんをする」


と女性じよせいの無邪氣むじやきなる輕薄けいはくを笑わらひ、更さらに一旦いつたん與あたへたる財貨ざいかを少娘こむすめの筐中きようちうより奪うばひて酒亭一塲しゆていいちじやうの醉夢すいむに附ふするの條じようを説とかしめ遂ついに再ふたゝび免職めんしよくになりし事ことを言いひ、

唯たゞ僕ぼくが心配しんぱいでならぬは家内かないの眼め──眼めだ。殊ことに頬ほうが紅べにを點さした樣ようになつて呼吸こきうが忙せわしくなる。僕ぼく之これを見みるのが實じつに辛つらい。先生せんせいは家内かないと同おなじ疾やまいのものが挑動いらだつ時ときの呼吸こきうを聞きいた事ことがあるかネ。それはそれは堪たまつたもんじやない。


とその家庭かていの苦痛くつうを白状はくじやうし、遂ついにこの書しよの主人公しゆじんこう、後のちに殺人さつじんの罪人ざいにんなるカ……イ……を伴ともなひて其その僑居けうきよに歸かへるに至いたる一節いつせつ極きはめて面白おもしろし。

（五十六頁）人間にんげん實じつにくだらぬもの。と、この病者びやうしやの吐はく言葉ことばの中うちに大おほいなる哲理てつりあり。下宿屋げしゆくやの下婢かひが彼かれを嘲あざけりて其その爲なすところなきを責せむるや「考かんがへる事ことを爲なす」と云いひて田舍娘いなかむすめを驚おどろかし、故郷こきやうよりの音信いんしんに母はゝと妹いもととの愛情あいじやうを示しめして、然しかれどもこの癖漢へきかんの冷々れい〳〵たる苦笑くせうを起おこすのみなる事ことを示しめし、實際家じつさいかを卑いやしむの念ねんをあらはし、「でなくば生命いのちを捨すてんのみ。運命うんめいに服從ふくじゆうし、百事ひやくじを放擲はうてきし」、云々しか〴〵の語ごを發はつせしむるに至いたる。

「必然ひつぜんの惡あく」を解釋かいしやくして遊歩塲いうほぢやうの一少女いつせうぢよを點出てんしゆつしかの癖漢へきかんの正義せいぎを狂欲きやうよくする情じやうを描えがき、或あるひは故郷こきやうにありしときの温あたゝかき夢ゆめを見みせしめ、又また生活せいくわつの苦戰塲くせんぢやうに入いりて朋友はうゆうに一身いつしんを談だんずる處ところあり。第六囘だいろくくわいに至いたりて始はじめて、殺人さつじんの大罪だいざいなるか否いなかの疑問ぎもんを飮食店いんしよくてんの談柄だんぺいより引起ひきおこし、遂ついに一刹那いつせつなを浮うかび出いださしめて、この大學生だいがくせい何なんの仇あだもなき高利貸こうりかしを虐殺ぎやくさつするに至いたる。第だい七囘くわいは其その綿密めんみつなる記事きじなり。讀去よみさり讀來よみきたつて纖細妙微せんさいみようびなる筆力ひつりよくまさしくマクベスを融解ゆうかいしたるスープの價あたひはあるべし。是これにて罪つみは成立せいりつし、第だい八囘くわい以後いごはその罪つみによりていかなる「罰ばつ」精神的せいしんてきの罰ばつ心中しんちうの鬼おにを穿うがち出いでゝ益ます〳〵精せいに益ます〳〵妙めうなり。余よは多言たげんするを好このまず。嘗かつてユーゴのミゼレハル、銀器ぎんきを盜ぬすむ一條いちでうを讀よみし時ときに其その精緻せいちに驚おどろきし事ことありしが、この書しよ載のするところ恐おそらく彼かの倫りんにあらざるべし。余よは不知庵フチアンがこの書しよを我わが文界ぶんかいに紹介せうかいしたる勇氣ゆうきをこよなく喜よろこぶものなり。第だい二卷かんの速すみやかに出いでんことを待まつ。

（明治二十五年十二月十七日「女學雜誌」甲の卷、第三三四號）
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